
（様式１－２）　情報発信等戦略　501　石川町

情報発信等戦略の期間

令和３年度～令和７年度まで

※  令和７年度までのうち、対象市町村等が設定

情報発信等戦略

①    情報発信の内容

         ・石川町の自然、歴史・文化、暮らしの魅力を首都圏の方々に紹介する機会
　　　　　 として、羽田空港第一ターミナル「羽田産直館」内イベントスぺースにお
　　　　　 いて町のPRイベントの実施。
　　　　 ・地域の特産品の試食や販売に加え、移住定住・子育て支援に関する情報を
　　　　　 提供。
　　　　 （以下は令和５年度から継続）
　　　　 ・訪れて住みたくなる魅力を発信するウェブページ制作とイベント出展。
　　　　 ・石川町の地域資源（観光地、特産品）を題材とした動画を高校生と作成
　　　　　 し、正確な情報と魅力を発信して理解を得るとともに、町のイメージ向
           上を図る。
　　　 　・作成した動画については町ＨＰ等を通じて発信する。
 　　　　・チラシ配布のほか、LINE・専用WEB上で石川町の最新情報が得られる石川
　　　　　 町ファンクラブ会員の増加を図る。ファンクラブ会員として継続的に石川
　　　　　 町へ関心を持ってもらうことにより、石川町への風評の払拭を図るととも
　　　　　 に、県外から石川町への訪問者数の増加を目指す。

②   石川町の情報発信体制

      ・石川町：一般社団法人地域商社ＳＡＫＵＲＡＩＺＥ（町観光物産協会）と連
　　　　携し、観光を中心とした町の魅力情報発信を実施していく。
　　　・一般社団法人地域商社ＳＡＫＵＲＡＩＺＥ：町の魅力、観光資源の整理と今
　　　　までにないターゲット層の掘り起し、取材等の協力、ふるさと納税返礼品の
　　　　魅力化、町内事業者の販路拡大、町と連携したイベントの実施、店舗運営事
　　　　業、オリジナルブランドの立り上げや商品開発を行う。
　　　・アドバイザー（外部人材）：町及び一般社団法人地域商社ＳＡＫＵＲＡＩＺ
　　　　Ｅと連携して観光PRのコンセプト（観光資源・ターゲット）の明確化。ま
　　　　た、持続可能な情報発信環境構築のためのアドバイス。
　　　・石川町企画商工課を中心に、広聴広報担当の協力のもと公式ホームぺー
　　　　ジやLINE等機能活用による発信
　　　・石川町と連携する地域のDMOである一般社団法人地域商社ＳＡＫＵＲＡＩＺ
　　　　Ｅや母畑、猫啼、片倉、塩ノ沢各温泉や旅館の協力のもとＳＮＳ等による発
　　　　信
　　　・地元高校生やメディア、観光関連事業者と協力・連携した発信
　　　・新規ファンクラブ会員や東京いわき石川会会員等との連携及び発信
　　　・プロモーション委託業者や県外メディアへ協力を依頼し情報を発信
　　　・国や福島県、周辺自治体とイベント等の情報を共有し、連携しながら風
　　　　評払拭に対する情報発信
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③  情報発信等の戦略目標
　　・一般社団法人ＳＡＫＵＲＡＩＺＥと連携し、町ホームページ等で本町の魅
　　　力を全国に発信する。
　　・LINEを活用したファンクラブシステムを運用しながら会員の増加を図る。
　　・本町の地域資源を題材とした魅力発信により、新たにファンクラブ会員と
　　　して実際に足を運んでいただき、交流人口や関係人口の拡大につなげる。
　　・国や福島県、周辺自治体とイベント等の情報を共有し、連携しながら風
　　　評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略として情報発信を行う。

④  全体工程表
　石川町情報発信全体工程表については以下のとおり実施し、
石川町についての調査・分析等を行い、調査結果を元に次年度以降の事業内容を
改善させ、より効果的な情報発信を行う。

　　　※令和7年度以降の計画については、事業の進捗等に応じて変更する場合がある。

　　　　　　　


